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概念的に新規でナノ空間制御されたレドックスシステムを構築し、動的機能を可能にしている。 

 
電子移動型新規合成反応 
 

遷移金属錯体の一電子レドックス機能を駆使することで、高選択的な一電子移動型反応系を

構築している。高酸化状態にあるオキソバナジウム化合物を一電子酸化能力を有するルイス酸

として位置づけ、有機ラジカルを中間体とする選択的分子変換反応を開発している。有機典型

金属化合物の酸化では、選択的なリガンドカップリングを誘起している。酵素機能に基づいた

環境にやさしいバナジウム触媒臭素化反応を見出している。 

低原子価バナジウムまたはチタン化合物による一電子還元が関与する反応では、従来構築さ

れていなかった触媒系を可能にしている。脱モノ臭素化やピナコールカップリングなどの官能

基変換、炭素－炭素結合形成反応において、高立体選択性を発現している。  
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ハイブリッドπ共役システム 
 
π共役系高（低）分子をレドックス活性配位子と位置づけ、遷移金属錯体と組み合わせたハイ

ブリッドシステムを構築している。遷移金属触媒反応において、π共役系高分子を有効なレドッ

クス活性配位子として機能させている。機能性材料にも応用させている。π共役鎖の錯形成を制

御することで、環状 d,π共役錯体などのナノサイズ d,π共役系クラスター錯体を合成している。

不斉錯形成により不斉誘起させている。さらに、π共役系分子からなる機能性金属ナノクラスタ

ーの効率的な合成法を見出している。 
ポルフィリンのような環状分子に、複数のπ共役鎖を規制導入させたレドックス活性三次元π

共役システムを創製している。また、ルテニウム錯体にπ共役鎖を導入することで、レドックス
機能の高度化を図っている。 
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カーボンテクノロジーの鍵化合物で、カーボンナノチューブやフラーレンの構成ユニットであ

る非平面π共役系ボウル化合物であるスマネンを初めて有機合成の手法を用い合成している。ス
マネンへは官能基導入が容易であることを明らかにし、π拡張πボウルを誘導している。さらに、
スマネンとシクロペンタジエニル鉄（II）カチオンとの反応で、πボウル内側からの選択的な錯
形成に初めて成功し、d, 非平面π共役錯体を創製している。 
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生物有機金属共役システム  
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Self-assembly based on chiral association
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フェロセン分子土台を用いることにより、ジ

ペプチド鎖間の相互作用を制御し、二次立体構
造制御や不斉自己組織化を誘起させるととも
に、レドックス活性部位の立体化学的な規制導
入を行っている。不斉組織化に基づいた選択的
な分子認識場を構築している。また、生物有機
金属化学や結晶工学の立場からも研究を展開
している。 
DNA のようならせんに対し、レドックス活性

部位を導入することで、自己組織化に基づくら
せん状レドックスシステムを可能にしている。 
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